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水仙の里「長島」。水仙が満開になった長島路を思い思いのペースでウォーキング



　

１
月
５
日
、
長
島
町
消
防
出
初
め
式
が
鷹

巣
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
消

防
団
員
や
蔵
之
元
小
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
、

あ
お
い
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
ら
約

４
０
０
人
が
参
加
。
人
員
・
服
装
・
規
律
の

点
検
や
機
械
器
具
点
検
、
消
防
功
労
者
表
彰

な
ど
の
後
、
川
添
健
町
長
は
「
昨
年
は
北
薩

豪
雨
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
団
員
の
迅

速
な
対
応
で
人
的
災
害
は
免
れ
ま
し
た
。
災

害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
気
持
ち
を
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
持
っ

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
分
団
対
抗
の
放
水
競
技
が

行
わ
れ
、
各
分
団
の
代
表
が
合
図
と
と
も
に

勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら
飛
び
出

し
、
的
に
向
か
っ
て
放
水
し
ま
し
た
。
最
後

は
一
斉
放
水
で
赤
や
黄
、
緑
な
ど
に
色
づ
け

ら
れ
た
水
が
大
空
高
く
舞
い
上
が
り
、
観
覧

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
、表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
放
水
競
技
の
結
果　

優
勝
＝
城
川
内
分
団

／
２
位
＝
中
央
分
団
／
３
位
＝
浦
底
分
団

①的に集中して放水する団員
②日章旗が揚がるまでのタイム
を競う放水競技
③消防団員が勢揃い
④きびきびとした小隊訓練
⑤色鮮やかな一斉放水
⑥消防功労者の表彰
⑦蔵之元小少年消防クラブのか
わいらしい小隊訓練

①

②

消防出初め式とは、1659 年
1 月 4 日に江戸幕府の老中
稲場伊予守正則が、常火消 4
隊を率いて、上野東照宮前で
出初めを行って気勢をあげた
ことが契機となっているとい
われ、次第に儀式化され、慣
例行事となって現在まで受け
継がれています。 

防
災
を
誓
う
勇
ま
し
い
姿

長
島
町
消
防
出
初
め
式
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町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団

▼
消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）

＝
諏
訪
義
則
▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
精

績
章
）
＝
町
口
孝
治
▼
同
（
勤
続
章
）
＝
諏

訪
義
則
／
畠
中
耕
造
▼
鹿
児
島
県
消
防
協
会

総
裁
表
彰
（
功
績
章
）
＝
川
原
美
智
也
／
杉

本
良
二
／
小
川
武
男
／
山
内
美
樹
夫
▼
同

（
精
績
章
）
＝
平
田
敏
朗
／
濵
田
康
弘
／
脇

田
増
光
／
宮
ノ
原
文
也
／
大
西
教
文
／
森
山

明
臣
／
塩
見
昇
／
大
川
啓
二
／
江
口
五
夫
／

濵
田
仁
司
▼
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
（
勤
続
章

10
年
）
＝
瀨
戸
口
博
昭
／
濵
田
照
幸
／
濱
一

人
／
濵

哲
郎
／
森
国
明
▼
鹿
児
島
県
消
防

協
会
出
水
支
部
長
表
彰
（
永
年
勤
続
15
年
）

＝
谷
尾
健
二
／
郷
式
吉
弘
／
福
山
太
喜
男

▼
同
優
良
団
員
＝
小
川
洋
一
／
濵
田
洋
一
／

飯
尾
輝
臣
／
鳥
越
伸
／
荒
川
昭
徳
／
田
ノ
上

英
司
／
福
山
太
喜
男
／
山
添
力
／
濵
田
伸
弘

／
竹
之
内
成
浩
／
迫
口
信
二
／
池
田
武
己
▼

町
長
表
彰（
優
良
幹
部
）
＝
濵
上
潮
▼
同（
永

年
勤
続
10
年
）
＝
塚
田
斉
章
／
濵
田
照
幸
／

瀨
戸
口
博
昭
／
中
川
正
／
迫
口
信
二
／
池
田

武
己
／
濵

哲
郎
／
福
守
一
浩
／
鶴
長
伸
也

／

武
政
人
／
大
田
貢
／
橋
元
健
吾
／
原
真

一
／
長
嵜
雄
一
／
築
地
隆
弘
／
竹
山
近
春
／

西
薗
文
夫
／
山
下
家
光
▼
団
長
表
彰
（
優
良

団
員
）
＝
森
山
勝
幸
／
川
上
洋
海
／
大
西
誠

一
／
小
川
清
和
／
長
山
泰
文
／

徳
丸
／
山

口
新
悟
／
児
島
忠
光
／
町
田
和
伴
／
町
口
博

一
／
瀬
ノ
口
政
輝
／
小
川
和
彦
／
飯
尾
智
博

▼
長
島
町
長
感
謝
状
（
消
防
防
災
施
設
等
整

備
・
防
火
水
槽
用
地
提
供
者
）
＝
長
山
守
／

岩
下
文
夫
／
宮
脇
德
樹
／
岩
下
喜
一
／
内
田

の
り
子
▼
永
年
勤
続
団
員
婦
人
（
15
年
）
＝

瀧
本
栄
子
／
岡
部
月
見
／
酒
向
道
子
／
荒
木

キ
ミ
ヨ
／
谷
尾
優
子
／
福
山
幸
恵

③

④

⑤

⑥

⑦
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記念撮影（旧東）

↑１７９人が出席した成人式

　

１
月
４
日
、
新
年
を
鮮
や
か
に
彩
る
「
長

島
町
成
人
式
」
が
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
着

物
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
１
７
９
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
昭
和
61
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

２
１
４
人
。
こ
の
う
ち
旧
長
島
町
出
身
者
79

人
、
旧
東
町
出
身
者
１
０
０
人
が
式
典
に
出

席
し
ま
し
た
。式
典
で
は
川
添
健
町
長
が「
決

意
を
新
た
に
し
て
、
目
標
に
向
か
っ
て
前
進

し
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
福
し
、
新
成
人
を
代

表
し
て
濵
畑
純
也
さ
ん
（
広
野
）
が
「
次
代

を
担
う
責
任
と
自
覚
が
わ
き
ま
し
た
。
強
い

信
念
と
責
任
を
持
ち
、
社
会
の
た
め
に
尽
く

し
た
い
」と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
お
祝
い
の
行
事
も
行
わ
れ
、

長
島
町
青
年
団
連
絡
協
議
会
の
濵
田
将
尚
会

長
が
新
成
人
を
激
励
し
た
後
、
各
中
学
校
の

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
や
合
併
記
念
ビ
デ
オ
を

上
映
し
て
20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

司会を務めた新成人

町民憲章の朗読

新成人による誓いのことば

町長から新成人へ記念樹の授与

新成人から教育長へ記念品の贈呈

先輩からの激励のことば

記念撮影（旧長島）

式典終了後、記念撮影をする新成人

久しぶりに再開した仲間と「はいポーズ」

成人式
成人式は、新成人たちが親や
周りの大人たちに保護されて
きた子ども時代を終え、自立
し、大人の社会へ仲間入りす
ることを自覚するための儀式
です。

し  自ら生き抜こう自 立
み
ん
な
で
歩
い
て 　

も 　

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
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健康づくりすいせんウォーク

　

水
仙
の
花
が
咲
き
誇
る
１
月
20
日
、

「
２
０
０
７
長
島
健
康
づ
く
り
す
い
せ
ん

ウ
ォ
ー
ク
」
が
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
前
を
発
着

点
と
す
る
、
す
い
せ
ん
め
ぐ
り
と
古
墳
め
ぐ
り

の
２
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
に
恵
ま
れ
た
こ

の
日
、
開
会
式
で
は
川
添
健
町
長
の
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
後
、
参
加
者
最
高
齢
者
と
し
て
隈
元
義

綱
さ
ん
（
82
＝
出
水
市
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

隈
元
さ
ん
は「
生
活
の
す
べ
て
は
健
康
に
あ
る
。

健
康
の
基
は
歩
く
こ
と
で
す
」
と
参
加
者
に
歩

く
こ
と
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
の
参
加
者
約
５
０
０
人
は
、

コ
ー
ス
ご
と
の
号
砲
と
と
も
に
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
、
長
島
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
思
い
思

い
の
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

国
道
３
８
９
号
を
指
江
、城
川
内
と
南
下
し
、

長
崎
鼻
灯
台
公
園
で
折
り
返
す
12
㌔
の
水
仙
め

ぐ
り
コ
ー
ス
に
は
、
沿
道
に
水
仙
の
花
が
咲
き

乱
れ
、
防
霜
ビ
ニ
ー
ル
が
銀
色
に
輝
く
じ
ゃ
が

い
も
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
道
３
８
９
号
を
小
浜
、
蔵
之
元
方
面
へ
北

上
し
、
小
浜
崎
古
墳
群
や
小
浜
海
水
浴
場
を
巡

る
６
㌔
の
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
は
、
眼
下
に
東

シ
ナ
海
や
長
島
海
峡
、
天
草
諸
島
な
ど
の
雄
大

な
景
色
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
や
ゴ
ー
ル
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
準
備
し
た
特
産
の
蒸
か
し

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は

塩
や
バ
タ
ー
で
味
付
け
し
て
、
お
い
し
そ
う
に

頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

文
化
ホ
ー
ル
内
に
は
、
血
圧
計
や
体
脂
肪
計

な
ど
が
設
置
さ
れ
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た

参
加
者
は
、
健
康
づ
く
り
一
色
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

み
ん
な
で
歩
い
て 　

も 　

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

も

　

も

風車を
背にし

て一斉
にスタ

ート

古墳めぐりコースのチェックポイント

国道沿い
をマイペ

ースで歩
く

子どもたちも元気
にウォーキング

「おいしいジャガイモをどうぞ」

古墳を見物

灯台をバックに記念撮影

血圧や体
脂肪をチ

ェック

海やジャガイモ畑
望みながら歩く歩いた

後はお
腹ペコ

ペコ

「おやつみたいにおいしいね」
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漁
業
後
継
者

を
育
成
し
て
長

島
の
水
産
物
の

活
性
化
を
図
る

た
め
に
「
水
産

マ
イ
ス
タ
ー
塾
」
が
開
講
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
塾
生
５
人
で
、
経
営
や
流
通

な
ど
２
つ
の
講
座
を
終
え
、
１
月
17
日

か
ら
21
日
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
で
海

外
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、

長
島
の
ブ
リ
は
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ

て
お
り
、
輸
入
業
者
の
話
を
聞
く
と
と

も
に
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
触
れ
幅
広

い
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
研
修
し
ま
し
た
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
は
、
本
町
か
ら
輸
出
さ
れ

た
ブ
リ
と
対
面
し
、
出
荷
後
の
色
合
い

　

１
月
19
日
か
ら
20
日
ま
で
の
２
日

間
、
香
港
の
シ
テ
ィ
ス
ー
パ
ー
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
店
に
お
い
て
、
県
、
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
、
県
食
品
輸
出
振

興
連
絡
協
議
会
、
県
特
産
品
協
会
の
主

催
で
「
鹿
児
島
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
の
特
産
品
を
香
港
に
売
り

込
む
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
、
伊
藤

祐
一
郎
県
知
事
ら
が
参
加
。
水
産
物
で

は
、
東
町
漁
業
協
同
組
合
の
「
鰤
王
」

や
錦
江
湾
の
カ
ン
パ
チ
、
枕
崎
の
カ
ツ

オ
な
ど
を
来
客
者
に
振
る
舞
い
ま
し

た
。
本
町
か
ら
は
、
同
漁
協
の
長
元
信

男
代
表
理
事
組
合
長
と
職
員
、
町
職
員

ら
が
参
加
し
、
ブ
リ
の
刺
身
や
タ
タ
キ

を
実
演
し
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
香
港
や
中
国
本
土
で
は
、
日

本
食
ブ
ー
ム
で
、
ス
ー
パ
ー
や
一
般
の

小
売
店
で
も
寿
司
や
刺
身
な
ど
の
食
材

が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
シ
テ
ィ
ス
ー
パ
ー
の
社
長
も
品

質
の
良
い
「
鰤
王
」
が
香
港
や
台
湾
の

高
所
得
層
に
売
り
込
め
る
と
の
期
待
が

強
く
、
同
漁
協
と
の
商
談
に
も
積
極
的

な
姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

や
身
質
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

輸
入
業
者
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、

業
者
は
本
町
産
の
ブ
リ
に
対
し
て
こ
れ

ま
で
以
上
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
と

も
に
、
長
島
で
水
揚
げ
さ
れ
る
ほ
か
の

魚
種
に
つ
い
て
も
大
変
興
味
を
示
し
て

い
ま
し
た
。
塾
生
は
何
も
か
も
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
大
国
ア
メ
リ
カ
を
直
に
見

て
圧
倒
さ
れ
た
も
の
の
、
今
後
、
本
町

の
産
物
が
ア
メ
リ
カ
に
乗
り
込
ん
で
い

く
余
地
が
、
ま
だ
十
分
あ
る
と
強
く
感

じ
て
い
ま
し
た
。

香
港
で
ブ
リ
を

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

←ブリをさばいてＰＲ
する関係者

↓スーパーに並んでい
る生鮮食料品を確認す
る長元組合長

アメリカで地元産のブリと対面
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所得税の確定申告はお早めに
　平成 18 年度分の所得税の確定
申告は、平成 19 年２月 16 日（金）
から始まります。
　申告期限は３月 15 日（木）で
すが、期限間近になると申告書記
載会場は大変混雑し、長時間お待
ちいただくことにもなりかねませ
ん。
　確定申告書は、国税庁ホームペ
ージ（http://www.nta.go.jp）の「確
定申告書等作成コーナー」をご利
用されると簡単に作成することが
できます。さらに、このコーナ
ーで作成した申告データは e-Tax
（国税電子申告・納税システム）
を利用して送信することができま
す。
　手書き等により作成される場合
は「所得税の確定申告書の手引き」
を参考に記載していただき、郵送
等によりなるべくお早めにご提出
ください。
　事業所得、不動産所得または山
林所得のある白色申告者は、確定
申告書に「収支内訳書」を添付す
ることが義務付けられていますの
でご注意ください。

（注）個人事業者の方の消費税お
よび地方消費税の確定申告と納付
の期限は、４月２日（月）です。

【問い合わせ先】
出水税務署　個人課税部門
℡ 0996-62-0902（直通）
鹿児島税務相談室
℡ 099-255-8118

本とあそぼう

　

１
月
29
日
、
蔵
之
元
小
学
校
と
田
尻
小
学
校
に
「
本

と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
に
読
み
聞
か
せ
の
輪
を
広
げ
、

子
ど
も
た
ち
が
本
と
親
し
む
き
っ
か
け
を
つ
く
ろ
う
と

出
版
社
の
講
談
社
が
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
５
５
０
冊
の
絵
本
を
載
せ
た
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
が
午
前
中
に
蔵
之
元
小
、
午
後
か
ら
田
尻
小
を

訪
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
暖
房
の
効
い
た
車
内
で

本
を
読
ん
だ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
図
書
室
や
体
育
館
で
読
み

聞
か
せ
や
紙
芝
居
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

蔵
之
元
小
の
下
塩
見
明
日
香
さ
ん
（
３
年
）
は
「
い

ろ
い
ろ
な
本
や
紙
芝
居
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
」。
田

尻
小
の
三
反
田
聖
太
君
（
６
年
）
は
「
車
が
カ
ラ
フ
ル

で
び
っ
く
り
し
た
。
い
ろ
ん
な
本
が
あ
っ
て
、
も
っ
と

時
間
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

蔵之元小での読み聞かせ

車内の本を選ぶ児童たち（田尻小）
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朝
暗
く
白
い
吐
息
で
う
た
い
だ
し

　
　
　

冬
の
訪
れ
き
こ
え
て
き
た
り　
　
　
　
　

１
年　

谷
尾　

光
流

く
も
り
空
雨
が
降
っ
た
り
す
る
け
れ
ど

　
　
　

だ
け
ど
雨
は
い
い
こ
と
あ
る
よ　
　
　
　

１
年　

山
下　

星
輝

山
の
木
々
秋
に
な
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
な

　
　
　

色
に
染
ま
る
を
じ
っ
と
な
が
む
る　
　
　

１
年　

鳥
越　

美
鈴

も
み
じ
の
葉
そ
れ
ぞ
れ
の
色
映
し
出
す

　
　
　

秋
の
夕
日
に
染
ま
り
ゆ
く
か
な　
　
　
　

２
年　

脇
田　

圭
祐

白
い
息
寒
さ
の
訪
れ
知
ら
せ
て
る

　
　
　

そ
ろ
そ
ろ
し
も
や
け
の
季
節
が
来
た
と　

２
年　

濵
田　

千
奈

雪
の
日
に
ふ
と
ん
の
中
で
ひ
き
こ
も
り

　
　
　

寒
く
て
出
ら
れ
ぬ
朝
の
早
い
日　
　
　
　

３
年　

濵
元　

啓
太

外
を
見
て
ふ
と
目
に
入
る
も
み
じ
の
葉

　
　
　

あ
の
こ
ろ
の
こ
と
思
い
出
し
け
り　
　
　

３
年　

村
上　

孝
輔

冬
の
夜
庭
に
出
て
き
て
空
な
が
め

　
　
　

ね
が
い
を
こ
め
た
流
れ
星
ゆ
く　
　
　
　

３
年　

武　

久
成

　平尾中学校（竹下精一校長・42人）は11月22日、
「地域の人に学ぶ」と題してわらじや料理、短歌
づくりなどのコース別に、それぞれの分野で活躍
している町民を招いて、学習しました。
　短歌コースでは、長島短歌会に所属している松
元睦子さん（小浜）が講師となり、短歌づくりに
挑戦しました。松元さんは「短歌を作るのは難し
いといやがる人が多いですが、みんな楽しみなが
ら取り組んでくれました」と話し、生徒たちが短
歌に興味を持ってくれたことを喜びました。
　生徒たちが作成した短歌を紹介します。

総合的な学習の時間

中学生が短歌づくりに挑戦

　

鹿
児
島
県
の
特
産
品
や
農
林
水
産
物
、
観
光
情
報
等
を
紹
介
し
、

鹿
児
島
の
情
報
発
信
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
１
月
25
日
、
東
京
の

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
「
鹿
児
島
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
合
併
市
町
村
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
本
町
か
ら

は
川
添
健
町
長
と
職
員
が
参
加
し
て
、本
町
の
魅
力
や
農
林
水
産
物
、

焼
酎
な
ど
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

関
東
地
域
在
住
の
鹿
児
島
県
人
や
薩
摩
大
使
、
県
出
身
の
著
名
人

ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
た
こ
の
催
し
。
参
加
者
が
宣
伝
隊
と

な
っ
て
、
鹿
児
島
や
本
町
を
関
東
地
域
で
売
り
込
ん
で
く
れ
る
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

関
東
地
域
で
鹿
児
島
を
Ｐ
Ｒ

←
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
本
町
を

売
り
込
む
川
添
町
長

→
鹿
児
島
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
コ
ー
ナ
ー

町
長
動
静　

１
月

４
日　

仕
事
始
め
式　
（
長
島
町
役
場
）

（
指
江
庁
舎
）

５
日　

長
島
町
消
防
出
初
め
式

（
鷹
巣
運
動
場
）

９
日　

県
庁
あ
い
さ
つ　
（
鹿
児
島
市
）

17
日　

県
離
島
緊
急
医
療
現
況
報
告
会

（
鹿
児
島
市
）

19
日　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
面
会（長

島
町
役
場
）

20
日　

長
島
健
康
づ
く
り
す
い
せ
ん　

　
　
　

ウ
ォ
ー
ク（

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

23
日　

向
江
さ
ん
百
歳
お
祝
い（
町
内
）

24
日　

長
島
町
総
合
振
興
計
画
審
議
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

25
日　

鹿
児
島
の
夕
べ　
　
（
東
京
都
）

27
日　

鹿
児
島
出
水
会　
（
鹿
児
島
市
）

29
日　

九
州
整
備
局
鹿
児
島
懇
談
会

（
鹿
児
島
市
）

ながしま 8広報



町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

美
し
き
日
本
め
ざ
し
初
船
出　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

大
漁
旗
早
春
を
航
く
双
眼
鏡　
　
　
　
　
　

平
山　

風
鳥

年
明
け
の
光
奏
で
し
波
の
月　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

初
市
や
島
の
荷
が
ゆ
く
船
着
場　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

鶏
鳴
に
明
け
ゆ
く
里
の
淑
気
か
な　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

真
白
な
る
腰
の
て
ぬ
ぐ
ひ
初
立
合　
　
　
　

迫
口　

君
代

水
仙
や
海
を
見
下
ろ
す
大
風
車　
　
　
　
　

平
山　

勝
子

肩
の
凝
り
重
ね
た
ま
ま
に
年
明
く
る　
　
　

浦
田　

真
美

咲
き
初
む
る
紅
白
斑ま

だ
らの
八
重
椿

　
　
　

新
町
花
木
の
誇
り
輝
く　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

目
覚
め
ゐ
る
夜
半
の
窓
外
あ
か
あ
か
と

　
　
　

窒
素
工
場
煙
た
ち
こ
む　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

後
二
日
散
ら
ず
に
欲
し
き
薔
薇
の
花

　
　
　

帰
省
す
る
娘
に
見
せ
た
き
も
の
を　

町
田
キ
ク
エ

吾
が
畑
の
丘
に
登
れ
ば
大
木
の

　
　
　

樹こ

の
間
に
見
ゆ
る
夕
映
え
の
海　
　

松
元　

睦
子

緑
こ
き
毎
床
の
山
に
わ
け
入
り
て

　
　
　

熟
せ
し
郁む

べ子
を
種
ご
と
す
す
る　
　

吉
田　

映
子

暖
冬
は
紅
葉
残
せ
り
検
診
を

　
　
　

終
え
し
帰
り
の
車
窓
に
映
え
る　
　

岩
下　

ち
江

寒
ざ
む
と
心
の
乾
く
昼
過
ぎ
の

　
　

波
止
に
ひ
と
と
き
牡か

き蠣
と
り
て
和な

ぐ　

米
尾　

和
子

紅
梅
は
た
が
ふ
こ
と
な
く
夫つ

ま

の
忌
に

　
　
　

か
な
し
く
小
さ
き
蕾
と
と
の
ふ　
　

長
野　
　

敬

冬
日
照
る
東
支
那
海
不
知
火
海

　
　
　

と
も
に
望
め
る
岡
道
を
行
く　
　
　

中
山
タ
マ
エ

桜
島
の
溶
岩
の
上
に
た
た
ず
み
て

　

行
き
交
ふ
フ
ェ
リ
ー
の
音
の
響
き
け
り　

浜
田
美
代
子

身
に
ま
と
ふ
殻
脱
ぎ
て
友
と
来
し
湯
宿

　
　
　

一
杯
の
酒
に
足た

ら
ひ
て
眠
る　
　
　

浜
畑　

松
枝

農
業
に
か
ま
け
ゐ
る
ま
に
育
ち
ゐ
し

　
　
　

四
人
の
子
ら
が
わ
れ
を
い
た
は
る　

波
戸
内
美
佐
保

年
中
無
休
の
商
い
続
け
し
二
十
七
年

　
　
　

吐
息
も
深
く
レ
ジ
を
撫
で
を
り　
　

樫
平　

頼
子

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

幸
福
な
食
卓

瀬
尾
ま
い
こ  

著

小林研一郎と
オーケストラへ行こう

小林研一郎  著

「父さんは今日で父さんをやめようと思う。」ある朝父さんは朝
の食卓で突然言った。 母さんは家を出て、秀才の直ちゃんは大
学に行かず、突然農業を始めた。そして父さんは父さんをやめ
た。それはいつも朝の食卓からだった。戸惑いながら生きる中
学生の佐和子の前に、大浦勉学が現れた。驚くほど単純な性格
の大浦だが、いつしか佐和子にとっては心の支えとなっていた。
2人はそろって同じ進学校に合格し高校生活を始める・・・・。

現
在
最
も
活
躍
し
、
注
目
さ
れ
て
い
る
指
揮
者
で
あ
る
著
者
が
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
歴
史
や
楽
器
、
裏
方
、
チ
ケ
ッ
ト
の
買
い
方
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
偉
大
な
作
曲
家
た
ち
、

選
り
す
ぐ
っ
た
名
曲
等
を
紹
介
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
す
べ
て
が
わ

か
る
一
冊
。

赤
い
土
何い

つ時
の
間
に
や
ら
銀
世
界

　
　
　

間
も
な
く
す
る
と
緑
り
の
世
界　
　

町
田　

末
則

大
相
撲
テ
レ
ビ
の
前
に
世
界
地
図

　

モ
ン
ゴ
ル 

ロ
シ
ア 

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
て　

鶯
出　

成
人
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INFORMATION

　町内で「あなたは銀行小切手を受け取る権利を獲得し
ました」などと書かれた書類が郵送されてきて、現金を
だまし取ろうとする詐欺が発生しています。
　相手先がはっきりしない書類や心当たりのない書類は
信用せずに、警察などへ相談しましょう。

金融詐欺に
ご注意を！

　次に掲げる方を除く（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されま
す）。
　○ 18歳未満または 65歳以上の方
　○雇入れ後６月未満で、技術習得中の方
　○清掃または片付けの業務に主として従事する方

　電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業
最低賃金については、上記のほかに
　○手作業によりまたは手工具もしくは小型動力機を用いて行う
　　組線、巻線、かしめ、取付け、バリ取り、かえり取り、鋳ば
　　り取り、刻印または選別の業務（これらの業務のうち流れ作
　　業の中で行う業務を除く）に主として従事する方
　○手作業による包装、袋詰め、箱詰め、材料の送給または取り
　　そろえの業務に主として従事する方

ながしま 10広報



くらし

　農地の相談は農業委員へ

　農地を売買するときや、農地を宅
地や山林に変更するなどの場合は、
農業委員会および県知事の許可が必
要です。
　「農業経営基盤強化促進法」によ
る利用権設定（農地の貸し借り）も
農業委員会へお知らせください。ま
た、農地保有合理化事業を活用する
と地権者も安心して農地を意欲のあ
る認定農業者に貸し出せ、借り手も
農地の集団化や規模拡大ができて有
利です。
　農地に関する相談は、お近くの農
業委員がいつでもお手伝いします。
お気軽にご相談ください。
【問い合わせ先】
長島町役場　農業委員会事務局
℡ 0996-8-1111　内線 2211

　地球温暖化防止に参加を

　地球温暖化防止（二酸化炭素削減）
に参加しませんか。身近なちょっと
した工夫で、家の中から二酸化炭素
の排出を減らすことができます。
■「うちエコ！」で地球と財布にや
さしい省エネヒント集
●エアコン暖房を１日１時間短くす
ると・・・
⇒ひと冬で 15.4 ㎏の二酸化炭素削
減（約 900 円の節約）
●ガスファンヒーターを１日１時間
短くすれば・・・
⇒ひと冬で 31.3 ㎏の二酸化炭素削
減（約 1,970 円の削減）
●ナベ底から火がはみ出さないよう

にすれば・・・
⇒年間で 5.6 ㎏の二酸化炭素削減
（約 350 円の節約）
●野菜の下ごしらえに電子レンジを
活用すれば・・・
⇒年間で 14.1 ㎏の二酸化炭素削減
（約 930 円の節約）
●こたつに敷布団と上掛けを合わせ
れば・・・
⇒ひと冬で 12.3 ㎏の二酸化炭素削
減（約 710 円の節約）
●白熱電球を蛍光ランプに替えれ
ば・・・
⇒年間で 31.8 ㎏の二酸化炭素を削
減（約 1,850 円の節約）

　地域振興局および支庁の設置

　県では、総務事務所（自動車税管
理事務所を含む。）、支庁、保健所、
福祉事務所、農林（水産）事務所、
農業改良普及センター、耕地事務所、
土木事務所、港湾事務所を集約し、
各地域における県政の総合拠点とし
て、地域振興局および支庁を設置し
ます。
○地域振興局および支庁の設置場所
鹿児島市、南さつま市、薩摩川内市、

加治木町、鹿屋市、西之表市、奄美
市に設置（これ以外に必要に応じ分
庁舎を設置）
○設置時期
平成 19 年４月
　ただし，平成 21 年度までの３年
間は経過措置期間とし、支所等を設
置するとともに、平成 22 年度以降
も各区域の実情等を踏まえ駐在機関
等を設置
【問い合わせ先】
県庁人事課行政管理室
℡ 099-286-2118

　自動車の名義変更・抹消登録
　は確実に！

　自動車を廃車したり下取りに出し
たりした場合でも、移転登録や抹消
登録が済んでいなければ、いつまで
も元の所有者または使用者に税金が
かかってきます。まだ移転・抹消の
登録がお済みでない方は、３月末ま
でに手続きをとってください。
▽問い合わせ先
鹿児島運輸支局登録部門
TEL050-5540-2089
または最寄りの各総務事務所財務課

県立長島高等学校  閉校式

３月末で廃校が決まっている県立長島高等
学校の閉校式が次のとおり開催されます。
町民の皆さんもぜひご出席ください。

○期日　平成 19年３月２日（金）
○時間　午前１１：００
○場所　長島高等学校  体育館

【問い合わせ先】
県立長島高等学校　℡ 0996-88-2111
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まちの話題

竜への興味を広げる恐 「その道の達人」がやってきた

麗な動きに目を輝かせる
Ｊリーガー  登尾選手と交流

巣が両パート制す鷹 長島少女バレーボール大会

　クビナガリュウの化石が発見され、恐竜への関心が
高くなっている獅子島中学校（阿久根森喜校長・生徒
29 人）は１月 12 日、「恐竜の達人」を招いて恐竜の
生態などについて学びました。
　これは、社団法人日本理科教育振興協会が行ってい
る「その道の達人」派遣事業を活用したもの。講師で
福井県立恐竜博物館の東洋一副館長が、恐竜は「歯は
何回でも生え変わる」「卵を抱いて温める」「平均７年
で大人になる」と体や生活などについて説明すると、
生徒たちは興味深く聞き入り、恐竜への興味を広げて
いる様子でした

　町内のサッカーチーム長島 FC（小学生）
と FC長島（中学生）は１月５日、川床コミュ
ニティ運動場で Jリーグ『京都サンガＦ .Ｃ .』
の登尾顕徳選手（23）＝浜漉出身＝と交流し、
さわやかな汗を流しました。
　この交流は、登尾選手の父親で長島 FC を
指導している公徳さん（49）の呼びかけで
実現したものです。同日は両チームから 12
人が参加。プロ選手の華麗な動きに目を輝か
せながら、パスやリフティング、ミニゲーム
などで楽しいひとときを過ごしました。
　ミニゲームで登尾選手と同じチームになっ
た田渕真次君（12）は「楽しくプレーする
ことができた。これから審判の免許を取るな
どして、サッカーを続けたい」と夢を膨らま
せていました。登尾選手は子どもたちを見つ
めながら「とにかく楽しく長くプレーして、
うまくなってほしい」と話しました。

　第 18 回長島少女バレーボール大会が 12 月 16 日、
長島町総合町民体育館で開催され、Ａパートに５チー
ム、Ｂパートに５チームの計 10 チームが出場しまし
た。両パートとも総当たりで優勝目指して、熱戦が繰
り広げられました。大会の結果は次のとおりです。
Ａパート　【優勝】　鷹巣Ａ　【２位】　川床Ａ　
　　　　　【３位）　蔵之元Ａ
Ｂパート　【優勝】　鷹巣Ｂ　【２位】　蔵之元Ｂ
　　　　　【３位】　鷹巣Ｃ

↑登尾選手のドリブル突破を阻止しようとする子どもたち

↓達人による、恐竜の化石などの写真を使った講演

↑Ａパートで優勝した鷹巣Ａのメンバー

華
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

My
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

My

身者が顔にススを塗って参拝
小浜自治公民館の山祭り

ぐらを囲み無病息災を願うや 町内各地の集落で鬼火たき

児とお年寄りが触れ合う園 指江保育園が老人ホームを慰問

独

↑それぞれの衣装をま
とい、練習を重ねた成
果を披露する園児たち

←リズムに合わせて手
拍子をする入所者たち

　小浜自治公民館（町口孝治自治公民館長）は 12 月
21 日、公民館や集落内の山中で山祭りを行いました。
　神事では、男神であるカシの木の前で、顔にススを
塗り、頭にはワラのはちまきを締めた独身者らがナマ
スや赤飯などを供えて参拝しました。続いて、丸石の
中央に穴が開いている女神のところへ向かい、穴の中
にナマスを詰めて「嫁

よめ じ ょ

女をもらってくれ」と叫んで、
お願いしました。同公民館の山祭りは先小浜地区で行
われたのがはじまりで、「嫁女を・・・」と叫ぶこと
が恒例となっています。

　１月上旬、町内各地の集落で鬼火たきが行われまし
た。浦底集落では１月７日、 高さ５メートルほどのや
ぐらが組まれ、薄暗くなるころ点火。勢いよく火は燃
えあがり、竹のはじける音や火の粉が風に舞い、子ど
もたちの歓声が響き渡りました。 火の勢いが落ち着い
たころには、正月の玄関を彩ったしめ縄などが次々に
投げ込まれ、火を囲みながら餅や焼いもなどを食べて
無病息災を願いました。

　指江保育園（正覺美於子園長）の園児 21
人が１月 22 日、特別養護老人ホームあかね
園と養護老人ホーム長生園を慰問し、入所者
との交流を深めました。
　長生園では、園児たちが「おじいちゃん、
おばあちゃん私たちのお遊戯を見て楽しんで
くださいね」とあいさつした後、それぞれ手
作りの衣装や着物を身に着け２人から５人ず
つに分かれて「ＵＦＯ」や「焼酎天国」、「ド
ドンパ花火」など５曲の踊りを披露。最後に
入所者全員と握手をして触れ合いました。
　上手に演技する園児たちを見守った入所者
たちは、音に合わせて手拍子をしたり、園児
の楽しい動きに笑顔を見せたりして楽しい一
日となりました。

↓山中で神様に参拝する参加者

↑やぐらに点火されると、次々に地区民が集う
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町長室で叙勲の伝達を受ける　中さん

産
業
振
興
、
町
勢
発
展
に
尽
力

達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
さ
ん
は
、
東
長
島
村
と
東
町

で
通
算
６
期
24
年
の
永
き
に
わ
た
り

議
会
議
員
と
し
て
在
職
。
昭
和
57
年

９
月
か
ら
昭
和
61
年
９
月
ま
で
の
４

年
間
、
東
町
収
入
役
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
議
会
議
員
と
し
て
は
、
東
町
議

会
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
、
同
議

会
建
設
委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職

を
務
め
ら
れ
、
円
滑
な
議
会
運
営
に

努
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
勤
勉
に
し

て
実
行
力
に
富
む
そ
の
性
格
を
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
役
と
し
て
は
、
そ
の
卓
越
し

た
識
見
と
豊
富
な
経
験
を
も
っ
て
、

町
長
を
補
佐
し
、
財
政
管
理
を
は
じ

め
過
疎
化
に
悩
む
東
町
の
町
勢
発
展

と
町
財
政
の
基
盤
の
確
立
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
は
、
こ
れ
ら
の
功
績

が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
伝
達
式
で
は
、
息
子
の
清
徳

さ
ん
が
立
ち
会
う
な
か
、
川
添
健
町

長
か
ら

中
さ
ん
に
勲
章
と
勲
記
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

向江さん１００歳のお祝い
　広野の向江ミツさんが１００歳を迎
えられ、１月 23日、町からお祝いが
贈られました。同日は、川添健町長と
町職員が向江さんの自宅を訪問し、川
添町長から向江さんにお祝い状と記念
品が手渡されました。
　明治 40 年１月 23 日生まれの向江
さんは、狂言一座の座長だった夫の直
之さん（92）と同様、浪曲の三味線
弾きとして全国を飛び回っていたそう
です。
　着物を身に着け、凛とした姿勢でお
祝いを受け取った向江さんは「ありが
とうございまうす」としっかりとした
口調でお礼を述べられ、直之さんとの
思い出話に花を咲かせていました。
　久しぶりに三味線を手にした向江さ
ん。その表情はキリリと引き締まり、
プロの曲師に戻っていました。

　

産
業
の
振
興
や
文
化
、
福
祉
の
向

上
、
町
勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
火

ノ
浦
の

中
彦
德
さ
ん
（
88
）
が
高

齢
者
叙
勲
と
し
て
旭
日
単
光
章
を
受

賞
さ
れ
、
１
月
22
日
、
町
長
室
で
伝

娘の　子さんの手拍子に合わせて三味線を弾く向江さん
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２月中旬から３月にかけて、行
人岳山頂付近では、ツルの北帰
行を見ることができます。ツル
にとって行人岳周辺は、上昇気
流をつかむ絶好のポイントと
なっています。出水方面から
徐々に高度を上げながら近づい
てくるマナヅルとナベヅルの群
れは、山頂付近で上昇気流をつ
かむと、旋回をはじめ一気に急
上昇し、一路繁殖地のシベリア
へ飛び立っていきます。
北帰行は天候に左右されること
から、毎日見られるわけではあ
りません。週に１度、２週間に
１度ということもあります。毎
年行人岳へ通う常連客は「北帰
行には快晴で北東の微風、午前
９時から正午までが最高の条
件」と話します。

まもなく始まる  ツルの北帰行

昨年集まった見物客。町外から通う人が多い


